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お願い 

この度は、注油口付エアブリーザをご購入いただきありがとうございます。 

取扱いを誤ると、思わぬ怪我を負う可能性がありますので、本取扱説明書に従い、正しくご使用いただ

くようお願いいたします。 

なお、本取扱説明書はお使いになる方がいつでも見れる場所に、必ず保管して下さい。 
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1. 警告表示について 

この取扱説明書には誤った取り扱いをすると生じることが想定される危害等の内容を[注意]とし

て区別してあります。 

警告用語 意味 

   注意 
取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害を負うおそ

れが想定される場合。 

 

警告用語 意味 

注記 特に注意を促したり、強調したい情報について使用。 
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2. 型式 

MSA-C 型注油口付エアブリーザの型式は下記の通りです。 

※ ― MSA－C － 50T － ※ － ※ 
：取付方法 

        ：バルブの有無 

        ：シリーズ番号 

        ：機種 

        ：液体の種類 

記号の詳細については添付標準図をご確認下さい。 

 

3. 仕様 

使用流体 ：一般鉱物油･･･無記号  水―グリコール系作動油･･･W― 

リン酸エステル系作動油･･･F－ 脂肪酸エステル系作動油･･･QE― 

 

注記 
型式先頭に記載された使用流体でご使用願います。 

一般鉱物油と材質等が異なりますのでご注意願います。 

 

4. 取付位置 

次の 2 点にご留意の上、設定して下さい。 

(1) オイルミスト(油煙)が極力発生しないこと。オイルミストは除去出来ません。 

(2) 通常運転時、注油口付エアブリーザの高さまで油が来ない位置に取付のこと。 

 

注記 
バルブ無しの場合、油面がエアブリーザまで到達すると油が吹き出す可能性

があります。 

 

5. バルブ機構(MSA-C※※T-V※型) 

MSA-C※※T-V※型はブリーザーのキャップ内部にバルブ機構を内蔵している為、タンク内から

の油の吹き上げを防止します。バルブ機構の種類により、下記三種類があります。 

・MSA-C※※T-V.I 

・MSA-C※※T-V.O 

・MSA-C※※T-V.I.O 
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・MSA-C※※T-V.I 

バルブが開いた際、空気を吸入(IN)する方向にチェックバルブが装着されています。 

タンク内の圧力が下がるとチェックバルブが開き通気します。 

         
    バルブ 閉   バルブ 開 

・MSA-C※※T-V.O 型 

バルブが開いた際、空気を吐出(OUT)する方向にチェックバルブが装着されています。 

タンク内の圧力が上がるとチェックバルブが開き通気します。 

   

   バルブ 閉     バルブ 開 

・MSA-C※※T-V.I.O 

吸入(IN)及び吐出(OUT)側の両方にチェックバルブが装着されています。シリーズにより形状

は異なります。 

タンク内の圧力が下がると IN 側チェックバルブが開き通気します。 

タンク内の圧力が上がると OUT 側チェックバルブが開き通気します。 

 

     
    バルブ 閉  IN 側バルブ 開    OUT 側バルブ 開 

チェックバルブ 



IM032J 

- 4 - 

 

注記 

V.I 型又は V.O 型をご使用の場合は別で吐出用または吸入用のラインを設けて

下さい。タンク内の圧力上昇又は低下により油圧機器に不具合が発生する可能

性があります。 

本バルブはタンク内を一定の圧力に保持するものではありません。 

油面変動等による油の吹き上げを防止するものになります。 

 

6. 取付 

取付方法は 2 種類ありそれぞれ下記の通りです。 

・MSA-C※※T 

タンクに取付用の座を設けフランジを取付るタイプです。 

(1)タンクにフランジ取付用の座を設けて下さい。 

(2)座にパッキンを置き、フランジを取付けて下さい。タンク取付用のビスは付属していません。 

(3)ストレーナを差し込み、キャップを締めて下さい。エレメントはキャップに組込済みです。 

 
・MSA-C※※T-P 

 タンクに穴を明け取付け用のパイプを溶接し取付るタイプです。 

 (1)タンクに取付け用パイプを溶接する穴を明けて下さい。 

(2)タンクに取付け用パイプを溶接して下さい。溶接時はキャップ及びストレーナは取り外して 

下さい。 

(3)ストレーナを差し込み、キャップを締めて下さい。エレメントはキャップに組込済みです。 

キャップ 

パッキン 

エレメント 

ストレーナ 

フランジ 

パッキン 

仕切板 
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7. 注油 

キャップを取外し、ストレーナ部から注油して下さい。 

 

8. 運転 

(1) ポンプ運転前に通気量が油圧システムの仕様にあっていることを確認して下さい。 

(2) 運転後徐々に小流量から仕様流量まで流して下さい。 

(3) 異音や振動がないことを確認して下さい。異常が確認された場合は、直ちにポンプを停止し、

点検して下さい。 

 

9. 保守・点検 

定期点検を行い、清掃又は交換して下さい。汚れた状態のまま運転を行いますと、通気量が不足

しタンク内の圧力変動が大きくなる可能性があります。その場合、油圧機器の故障に繋がることも

ありますのでご注意下さい。 

 

   注意 
油圧装置を停止。圧力が 0 になったことを確認後、取外すこと。 

けがの恐れがあります。 

 

キャップを取外し、エレメント下部の仕切板を回しエレメントを取外して下さい。 

エレメントの内側、外側よりエアブローをして下さい。汚れがひどい場合は新しいエレメントと

交換して下さい。 

ストレーナは取外し洗浄して下さい。 

 

ストレーナ 

取付け用パイプ 

キャップ 

パッキン 

エレメント 

仕切板 






